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	 	 研究要旨	 本年度は、主に呼吸器系ウイルスの臨床検体からの分離を行っている 
当研究室におけるワクチン由来のポリオウイルスの分離の実績を、過去、2002年まで遡り
調べた。その結果、2011年まで毎年のようにワクチン株と思われるポリオウイルスが分離
されていた。内訳は 1型が 12株、3型が 3株であったが、2型も 8株分離されていた。こ
れらの分離ウイルスは、厚生労働省からの通達に従い、2016年 2月にすべて高圧蒸気滅菌
処理後、廃棄されていた。なお、廃棄にいたるまで、これらのウイルスは、施錠可能な部

屋に設置された－80℃のフリーザー中で保管されていた。2012 年以降は一株の分離もなか
ったが、これは、同年に本邦で接種されるポリオウイルスワクチンが生ワクチンから不活

化ワクチンに替わったことを、如実に反映していると考えられた。 
 

A	 研究目的 
	 呼吸器系ウイルス感染症の臨床検体から

のウイルス分離の作業を日常的に実施して

いる当施設で、施設内ポリオウイルス感染か

ら地域社会へのポリオウイルス再侵入のリ

スクを最小限とするための、臨床検体の安全

な取扱いと封じ込め(バイオリスク管理)の
徹底のための研究を行う。 
B	 研究方法	
	 WHO による guidance	for	non-poliovirus	

facilities	 to	 minimize	 risk	 of	 sample	

collections	 potentially	 infectious	 for	

polioviruses	(draft	4	Sep	2017)	（以下

WHO ガイダンス）の定義で Non-PIM 施設に相

当し、主に呼吸器系の臨床検体からのウイル

ス分離を日常的に行っている当施設は、同ガ

イダンスでは、レベル３の lowest	risk	

group であり、そのリスク管理は、Annex1-6

に示されている。	

	 それに則して、今回我々は、検体採取から

分離、そして廃棄に至る一連の過程における

PV 感染リスクを洗い出した。また、これま

でのウイルス分離におけるワクチン株ポリ

オウイルスの分離がどれだけの頻度で分離

されていたかを過去 16 年間にさかのぼって

調査した。	

	

C	 研究結果	

	 当施設は呼吸器系のウイルス分離を得意

としているためか、職員の意識としてポリオ

ウイルスは、ほとんど考慮されていなかった。

だが、低いとはいえリスクは、検体採取、検

体の細胞への接種、ウイルス液の回収とウイ

ルス同定、残遺細胞と用いたピペットやプレ

ートの廃棄等に、配慮が必要であることがわ

かった。	

	 当施設では、2002 年から 2011 年まで毎年

のようにワクチン株と思われるポリオウイ

ルスを分離していた。頻度的には、その間の

分離検査検体数は 37,427 件あり、その中か

ら 23 件で PV が分離されていた（0.06%）。内

訳は、1 型が 12 株、3 型が 3 株で、2 型も 8

株分離されていた。これらの分離ウイルスは、

厚生労働省からの通達に従い、すべて 2016
年 2 月にすべて高圧蒸気滅菌処理後、廃棄
されていた。なお、廃棄にいたるまでは、こ

れらのウイルスは、施錠可能な部屋に設置さ

れた－80℃のフリーザー中で保管されてい
た。	

 
D考察	
	 可能性は極めて低いとはいえ、当施設でも

ワクチン株の実験室内感染リスクは、確かに

あったといえる。そうしたリスクについても、

研究室関係者に周知させておくべきであっ

た。ただし、2012 年以降は一株の PV も分離

されていなかった。これは、同年に本邦のポ

リオウイルスワクチン接種が生ワクチンか

ら不活化ワクチンに替わったことを、如実に

反映していると考えられた。	

	 今後は、さらに過去のデータの解析を深め、

ガイダンスのAnnex2のPV感受性培養細胞表



のうちのどのような細胞で分離がなされて

いたか、接種からどれくらいの時間で細胞の

変性効果が見られていたかなどのデータを

集め、ウイルス分離、培養にかかわる時間軸

での実験室内感染のリスクについて考察す

る必要がある。	

	 また、Annex1-6 は、実験室での感染に由

来する地域への感染拡大への懸念に対する

リスク軽減に、免疫状態が重要であることに

ついても言及している。もしものことを考え

れば、一般地域住民や職員の抗体価について

の情報ならびに、職員に不活化ワクチンを接

種するような場合、どの程度の免疫が形成さ

れるのかについても、調べておく必要があろ

う。これは今後への宿題である。	

E.	 結論 
	 可能性は極めて低いとはいえワクチン株

ポリオの感染リスクは、たとえ主に呼吸器系

のウイルスを扱う施設においても存在する。

同リスクについて、具体的に仕事のプロセス

ごとに明らかにし、研究室関係者に周知させ

ておくべきである。 
 
G.	 研究発表 
１．論文発表 
	 	 なし 
２．学会発表 
	 	 なし 
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